
令和  3 年 4月

様 式 2-1

14 日

就労継続支援 A型事業所におけるスコア表 (全体 )

事業所名 ラフタぷらす

住  所 浜松市西区舞阪町舞阪 120-1

電話番号 053-596-9781

(I)労働時間
11日 の平均労働時間が 7時間以上

40

占

②l日 の平均労働時間が6時間以上7時間未満

③l日 の平均労働時間が5時間以上6時間未満

④l日 の平均労働時間が4時間30分以上5時間未満

⑤l日 の平均労働時間が4時間以上4時間30分未満 〇

|||161日 の平均労働時間が 3時間以上 4時間未満

⑦l日 の平均労働時間が2時間以上3時間未満

01日 の平均労働時間が2時間未満

(■ )生産活動

①前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
それぞれ当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上

5

占

②前年度及び前々年度における生産活動収支のうち前年度に
おける生産活動収支のみが利用者に支払う賃金の総額以上

③前年度及び前 年々度における生産活動収支のうち前 年々度に
おける生産活動収支のみが利用者 に支払 う賃金の総額 以上

14前年度及び前々年度の各年度における生産活動収支が
いずれも当該各年度に利用者に支払う賃金の総額以上

〇

221721580

管理者名 鈴木 宏子

対象年度 令和 2年度

8以上

(V)地域連携活動

地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン

ターネット等により公表している
○ 10

点

合 計

105
点 _/2⊆ Q墓

(Ⅳ ) 支援力向上 (※ )

Q研修量画二基三壼 L塞週こ医 XШ聾國嘘塗

25

占

参加した職員が 1人以上半数未満であつた

参加した職員が半数以上であった

②暖豊ュ」壷豊塗盤X量華全言釜己三塾上ヽ工壺壷

1回の場合

2回 以上の場合

Ω機蓮
=豊
業Ю豊江望墨塾昼五

いずれか一方のみの取組を行っている

いずれの取組も行っている

Ω販ヒ拡△2直謹金笠全Ω参工

1回 の場合

2回 以上の場合 ○

Ω虚且Ω△皇証皿祉度

人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
制度を設け、全ての職員に周知している

〇

Ω」z立ニニ三二Ω配置

ピアサポーターを職員として配置している

Ω竺二五証極

過去 3年 以内の福祉サービス第三者評価を
受審しており、結果を公表している。

Ω国資援生lL田艶立主:二重』整笠2認証三

都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計 (注 2)

(■ )多様な働き方 (※ )

25

占

就業規則等で定めている ○

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

就業規則等で定めている ○

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

就業規則等で定めている ○

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある ○

就業規則等で定めている ○

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

就業規則等で定めている

就業規則等で定めており、前年度の実績がある

就業規則等で定めている

就業規則等で定めてお り、前年度の実績が ある

小計 (注 1)
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地域連携活動

支援力向上

0点

0点

0点

25点

15点

20点

15点

40点

35点

35点

45点  55点  70点  80点5点  20点  30点

る こ 1～

事業所番号

○

5点

25点

25点

10点



;2-2

就労継続支援 A型事業所におけるスコア表 (実績 I～Ⅳ)

雇用契約を締結 していた全ての

利用者における延べ労働時間
22.564

雇用契約を締結 していた延
べ利用者数

5,436
利用者の 1日 の平

均労働時間数
間人間

利用者に支払った賃金

総額
15.558,000 収支 ▲ 9,680,000

利用者に支払つた賃金
総額

20,119.000 収支 ▲ 14,769,000

5,878,000生産活動収入から経費
を除いた額

ら経費生産活動収入か
を除いた額_

5,350.000

円 円円

円 円円

(平成31 度 )々

会計期間 ( 4月 ～ 3月 )

前年度 (2年度)に おける実績 (全佐左上巡堕_二撻麺 二五1_銘側 ヨ1三担 工ヽ1■雌 去盟1霊壺起D工お」=」前笙E2≧難 聾 5ふ■」』択上上見譴」墨睦里重)

◎ フレックスタイム制 を活用 した人数 ●  名

※実施した期間 :●月●日～●月●日

就業時間 (コアタィム):●時●分～●時●分
職務内容 ○○○

の

した ●

x取得 を た

として し

◎うち1 が 6月 に達 している

している◎うち1名は前年 日

した日 ● 日

●

○

×実施した期間 :● 月●日～●月●日

就業時間 (在宅勤務):●時●分～●時●分
職務内容 ○〇〇

1名

～ 7 31日4 1し

(短時間 )

●  名◎時差出勤制度を活用した人数

● 日

就業時間 (早出の場合):●時●分～●時●分

名◎傷病休暇等を取 : 尋した人数

)○○×取得した内容

● 日し ●

●

◎時間単位取得を活用した人数 ● 名

計画的付与制度を活用した人数 ● 名

※取得した制度「 有給休暇の時間単位取得  □
1計画的付与制度 □

取得した期間 :● 月●日～●月●日

取得日数・時間 ●日 ●時間

労働条件④フレ スタイム制に係る労働条件

る事項

(※ )当 該制度等を活用した任意の 1名 の実績を記載

に る労働条件 ⑥時差

⑦有給体暇の

③在

は計画的付与制度  ③傷病休暇等

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 として登用する制度 る労働条件及び服務規律

前年度 (●年度)に おける実績 曖整壺」_■D_■撮加工L上」凶芭:Lヨ
`E』

』あ■1■1上左監 :L」範 」を最重)

◎研修計画を策定してい・ 日

◎研修実施回数  外部 5回 /内部 5回

うち研修受講者数

×研修名 経営改善研修会
4 9 6

◎研修、学会等又は学会誌等において

発表している回数 ● 回

実施日

※研修、学会等名   ○○○
● 月 ● 日

×学会誌等名

● 月 ● 日掲載

発表テーマ ○○○

◎先進的事業者の視察・実習の実施 している □

◎他の事業所の視察・実習を受け入れている L」

※先進的事業者名   〇〇〇
実施日/参加者数   ● 月 ● 日   ● 人
x他の事業所名 ○○○

実施日/参加者数   ● 月 ● 日   ● 人

3回

加

一マーズマ ト

日 1 日

(届

◎職員の人事評価制度を整備してい
'

日

◎

人事評価制度の制定日   2年  3月  16日

0

している

◎当該 ピアサポーター |ま 「障害者ピアサホ
・―卜研修」

を受講している □

×配置期間 ●月●日～●月●日
就業時間

職務内容  ○○○

◎前年度末日から過去 3年以内に

福祉サービス第二者評価を受けている  □

×評価を受けた日   ● 月 ● 日
第二者評価機関   OOO

マ ネ メントし

規格等の認証等を受けている □

x認証を受けた日   ● 月 ● 日
規格等の内容 OOO

は受 け入れ③視寮・実

⑥ピアサポー

が定めた

(※ )実績のうち 1事例を記載

への参加 ⑤職員の

又は学 において発表①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会  ②研修、

る を追加すること各項 目につ いて適宜、

必要に応 じて行を増やす等、

労働時間

,|._ _1

(■ ) 多様な働き方

● 名

～ 12時 00分

7繕 ・ 出荷

内 容


